教育普及に関わる活動報告 : OPEN museum by 横山 佐紀
教育普及に関わる活動報告 : OPEN museum
著者 横山 佐紀
雑誌名 国立西洋美術館年報
巻 42
ページ 56-56
発行年 2009-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1263/00000242/
OPEN　museum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Starting　in　fisca12007，　the　NMWA　began　its　Open　Mしiseum　prolect　with
国立西洋美術館は械19年度よV〕・より多くの人に当館を楽しんで　膿，翻1謂器羅慧鼠13（認｝ll；、i蹴llll∵1，】II灘1：
もらい、かつより開かれた美術館を目指すプロジェクトOPEN　　　signed　on　for　a　three．year　period　as　the　official　partllers　l。r　the　ll〈、w
museumを発足し、オフィシャル・パートナーとしてセイコーエプソン　　　plan．
株式会社およびエプソン販売株式会社から今後3年間にわたる支援　　　　　UP　until　now　the　NMWA｝has　emphasized　b°th　the　P「otecti°ll°f　its
を受けることとなった・　　　　　　　鼎繋tll舗獣踏。lllSl諜i∵∴li黛、1’ll繍lll：
　　当館はこれまで、貴重なコレクションを守り、公開すると同時に、来　　　　The　Open　Museum　concept　seeks　to　further　develop　the　open　nature。1
館者が作品をそれぞれの見かたで楽しみ、それを共有することを重　　　the　museum，　creating　a　museum　where　more　al1（l　m・rq）e・pl（s　can
視してきた。OPEN　museumとは、これをさらに発展させ、多様な機　　　encounte「a「t　wo「ks，　while　also　giving　c「edence　to　thc，）iml）o「t～mce　of
関や施設とのつながりを大切にしながら論を通して人々がlfl会　：齢蹴溜器i高1：諮臨騨1、畿∵1、｛淵1灘Ill1、；lll
う開かれた美術館をHざすプロジェクトである。そのために、既存　　　　and　groups　has　been　develQped　by　refining　existing　programs　and
のプログラムを充実させつつ新たなメディアを取り入れ、ひとりでも家　　　　introducin9　new　media　into　some　part　of　them・
族でも、グループでも参加することのできるプログラムをOPEN　　　　The　fiscal　20070Pen　Mus『um　P「09「alns　consisted°f　the　fgll°wil19：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Fun　Day　2007　program　wlth　related　educational　prograll．ls　m　which
museumプログラムとして行なっていくこととなった。　　　　　　　　　　all　permanent　Collection　Galleries　were（）pell　free　of　charge（see　details
　　19年度にOPEN　rnuseumプログラムとして実施されたのは、’常設　　　　in　other　sections　of　this　report，　same　for　all　progralns　listed　here）；a
展を無料開放するFUN　DAY　2007ほか常設展関連教育普及プログ　　　　Lectu「e’Conce「t　held　in　conlunction　with　the　Pa「ma　exhil）itioll（June
ラム（詳細は各項目を参照。以ド同じ）、パルマ展レクチャー・コンサ　　　　30th）；asmal18cale　lPeciai　exhibition“Medieva1　Devotion：．Phot（）9「aPhs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Romanes　que　Arゼ（June　l2－August　26．）；aSon　et　Lulmere　program
一 ト（G月30日）・小企Vhi展『祈りの中llヒーロマネスク美術写真展』（6　　　produced　by　Motoko［shii（Kosai　Jiku・07　Light　from　the　Museum，
川21i－8月26「D、石Jl：幹一．∫一氏プロデュースによる光と．音のイベント　　　October　30－November　4）；the　Open　Museum　Inaugural　Service　Days
「光彩ll芋空・07一光はミュージアムから一一」（10JJ30［－11月41D、　　　　（September　22　一　24），　aiid　Museum　Christmas　at　the　NMWA（November
・PEN　m・・eumスタート記念サービスデイズ（9月22・一・24H）・　1認11酷蹴謬酪欝lr調謝麗1；11溜11：
「Museurn　X’mas　in　I　EI、k西洋美術館美術館でクリスマス」（11月23　　　presentatic）n　of　a　large－scale　panel　on　Monet，s　1，Vat（・r／ilies，　and　evellts
H－1　）」6H）、以1’．である，，また、関連事．業として、本館エントランスに　　　　held　at　the　Tokyo　Midt（）wl］and　NMWA　facilities（held　respectively（）1）
おいて常時L映されている「映像ガイド」の制作、作品の大型拡大　　　Ma「ch　18’31’　Ma「ch　2tt　“　130）’
パネル（《腱》）の掲lll、棘ミ・ドタウンおよび当館でのイベント　C。謙1窟螺鶴、鼎留搬灘、溜1£茎舗llll
（それぞれ3J－J　18－3111、3月25－30Ll）を行なった。　　　　　　　　　　　　to．w（，rks　in　the　museum　collections　were　distributed　and　existing　visitc）r
　　本プロジェクトに対し、セイコーエプソン株式会社およびエプソン　　　services　were　further　enhanced・Each　program　attracted　large　numbers
販売株式会社の支援を得ることで、所蔵作品に閨連する印刷物の　　　　of　Pa「ticiPants’and　ove「all　the　P「（）9「ams　we「『vely　effective　ill「aisin9
　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、　　　　　　　　　　　people’s　awareness　of　the　museuln’s　collectlons　and　activities．　Open
配イ1∫を行なっなど、これまでになかった来館者サービスの充実が可　　　　Museum　programs　will　be　conducted　in　the　future，　and　further　elforts
能となった，、それぞれのプログラムには多くの．参加．者゜があり、当館の　　　will　be　mと1de　to　make　the　museum　al1。1）ell　museum　by　having　m。re
コレクションや活動への認知をit　」めるために、たいへん有効であっ　　　and　mo「e　People　pa「ticiPate　in　these　pr（）9「ams・　　（Saki　Yokoyama）
た　今後もOPEN　museumプロジェクトを継続し、これらのプログラ
ムに多くのノ∫に参加してもらうことで、国立西洋美術館が人々により
開かれたk術館となるようさらなる．充実に’努めたい、、　　（横由佐紀）
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